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はじめに
我々は，従来の S波ミニバイブを大型化した「S波バイブレータ」を使って，中深層（深度 1km以深）を対象にした S

波探査手法の確立を目指している.成田市における第一回目の実験結果では，S波ミニバイブと比較して，周波数によっ
て異なるが，ピークフォース値が 2-8倍増加したことが確認された.また，S波初動について距離 4kmまで到達が確認さ
れ，基盤からの屈折波が不明瞭ながらも確認された.このことから，S波ミニバイブや S波インパクターを用いた場合よ
りも，対象深度をより深く設定できる可能性について言及した.
今回，成田実験に引き続き，長野県松本市周辺において，S波バイブレータと大型バイブロサイス（P波）による反射

法探査実験を実施し，データを解析したので，得られた知見，および今後の課題について報告する.

調査概要
調査測線は，長野県波田町の梓川橋付近を起点とし，松本インターの西方約 1.5kmを終点とする東西約 6km区間に設

定し，S波バイブレータ (1台)と大型バイブロサイス (1台)による S波・P波反射データをそれぞれ取得した.このうち，
S波反射法は，測線中央部の約 600m区間にのみ実施された.なお，今回の測線の東延長は，Ikeda et al.（2004）による
測線が存在し，今回のデータと繋ぐことで松本盆地をほぼ横断する反射断面が得られることになる.また，反射データ取
得以外に，オフセット距離 7.2km（P波），2.6km（S波）までの屈折発振点（計 9点）で集中発振を実施し，基盤からの
P波および S波屈折波の取得を試みた.この際，基盤速度を推定するには測線長が短いと推定されたため，基盤屈折波が
測線内で観測されるように発振・受振ジオメトリーを考慮し，測線の延長上にオフセット発振点を設けた.
調査地域は，水田地帯であり車両ノイズは少ないが，終日，用水路からの水流ノイズが混入した.S波反射法探査の仕

様については，スイープ周波数 8-40 Hz，重合数 5回，発震点間隔 12.5 m，受振点間隔 6.25 m，受振器 10Hz3成分であっ
た.反射法の発震は未舗装道で行ったが，多くの屈折発振点はアスファルト舗装上で行い，道路を傷めないようにベース
プレートに硬質ゴムを装着した.S波の発振作業は，人工的なノイズを避けるために夜間に行い，すべての発振記録を全
受振器で取得した.

データ処理
S波反射法のデータ処理については，CMP重合法の手順に従った.処理項目と主なパラメータは，(1)屈折波静補正，

(2)FX速度フィルター，(3)共通反射点編集，(4)プレフィルター 10～45 Hz，(5)振幅補償ゲート長 1000 ms，(6)デコン
ボリューション (予測距離 2 ms，オペレータ長 480 ms，ゲート長 2000 ms)，(7)速度解析，(8)NMO補正 fac2.5，(9)残
差静補正，(10)CMP重合，(11)BPフィルター 12～45 Hz，(12)FX予測フィルター (オペレータ長 9tr，ゲート長 63tr，ウ
インドゥ長 1000 ms)，(13)深度変換である.速度解析の結果，往復走時 1.2秒まで安定して求められており，この時間を
深度に換算すると 850m程度になる.この深度までの S波速度は，0.5－ 1.4km/sの単調増加する速度構造が得られた.得
られた S波断面（深度断面）を P波断面に張り合わせて比較すると（図），測線中央部の CDP200では，いずれも深度
850m（海抜－ 200m）付近に基盤からの反射が明瞭に捉えられている.
波線追跡による P波・S波屈折法の解析結果から，基盤深度の P波速度は，約 5.1km/sと求まった.ただし，S波初動

が到達した距離（約 2.6km）が不十分であり，S波の基盤速度を推定することはできなかった.今回の S波初動の到達距
離は，成田実験の場合（約 4km）と大きく異なっており，発振条件や受振環境だけでなく地盤条件も大きく左右される
ことが分かった.S波基盤屈折波が捉えられるかどうかは，地震工学や土木工学的な観点から S波調査の成否に大きく関
わるので，今後の最大の課題である.
反射断面の初歩的な解釈として，屈折法解析と総合すると，東に約 15度で単調に傾斜している強反射面は，P波速度

5.1km/sを持つことから地震基盤と考えられる.基盤上の堆積層については，深度 150m以浅にほぼ水平な強反射が複数
見られるがそれより深部では反射は乏しく著しい速度境界を持つ反射面は見られない.堆積層の速度は，表層（風化層）
を除き，P波が 1.8-4km/s，S波が 0.5-2km/sに収まっている.測線区間においては，堆積層および基盤面に断層と推測さ
れる様な反射不連続は確認できない.なお，この地下構造は，北部フォッサ地域で捉えられている反射断面（例えば，sato
et al., 2004）と非常に似た構造形態を示しており，今後の 3次元モデル高精度化作業や活断層評価に資するデータが得ら
れている.

おわりに
本調査は，「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的調査観測（強震動評価高精度化）」の一環として行われたもので

ある.




